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万一の自然災害への備えとして１０月２１日、塚原地区の庄
川河川敷と塚原小学校で射水市として初めての総合防災訓練
が行われました。
訓練は、台風による庄川の増水と、浸水の影響による事故

や火災を想定し実施。市役所小杉庁舎内に災害対策本部を設
置し、情報収集と関係機関への応援要請の手順を確認したほ
か、炊き出しや初期消火、土のう積み訓練などが行われ、市
民や事業者など約３００人が災害に備え訓練しました。

― 市総合防災訓練 ―
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だ
れ
も
が
一
度
は
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
絵
本
。
絵
本
は
世
代
を
超
え
て
多
く
の

人
々
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
絵
本
は
読
書
の
入
口
と
も
言
わ
れ
、

家
庭
を
は
じ
め
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
愛
読
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
に
は
、
絵
本
文
化
の
推
進
と
潤
い
に
満
ち
た
夢
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を
目
指

し
、
平
成
6
年
に
開
館
し
た
大
島
絵
本
館
や
、
中
央
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
6

つ
の
図
書
館
が
あ
り
絵
本
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
想

像
力
を
豊
か
に
す
る
読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、
市
内
全
小
学
校
に
図

書
館
司
書
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
も
活
発
で
、
小
学
校
や
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど
に
出
向
き
絵
本
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

市
で
は
新
た
に
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を
と
お
し
て
、
言
葉
と
心
を
育

む
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
時
間
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
ブ
ッ
ク
ハ
ー
ト
事

業
」
を
行
い
ま
す
。

絵
本
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
子
ど
も
と
一
緒
に
絵
本
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

周
囲
の
人
た
ち
か
ら
の
語
り
か
け
、
肌
の

ふ
れ
あ
い
な
ど
が
大
好
き
で
す
。
そ
の
繰

り
返
し
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
言
葉
や
動
作

を
覚
え
、
ゆ
っ
く
り
と
も
の
ご
と
を
理
解

す
る
力
を
深
め
、
自
分
で
表
現
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

と
く
に
愛
情
に
満
ち
た
「
こ
と
ば
」
で

語
り
か
け
、
温
か
く
抱
っ
こ
さ
れ
る
こ
と

で
、
赤
ち
ゃ
ん
は
自
分
が
と
て
も
大
切
に

さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
喜

び
を
感
じ
ま
す
。

絵
本
は
、
こ
の
よ
う
な
時
間
を
、
ご
く

自
然
に
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
絵
本

に
親
し
ん
だ
と
い
う
幸
せ
な
時
間
や
記
憶

が
、
い
つ
か
育
っ
て
い
く
お
子
さ
ん
の
心

の
根
っ
こ
を
強
く
し
て
く
れ
ま
す
。

「
絵
本
を
読
ま
な
く
っ
ち
ゃ
」
と
気
負

う
の
で
は
な
く
、
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
か

ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

乳
児
期
か
ら
の
言
葉
と
心
を
育
み
、
保

護
者
も
楽
し
い
子
育
て
の
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
内
の
３
〜
４
か

月
児
に
絵
本
を
配
布
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
絵
本
の
配
布
だ
け
で
な
く
、
読
み
聞

か
せ
の
機
会
な
ど
を
提
供
し
、
絵
本
を
介

し
た
あ
た
た
か
い
触
れ
あ
い
を
応
援
し
ま

す
。

◆
絵
本
の
配
布

毎
月
、
各
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
る
「
３
〜
４
か
月
児
健
康
診
査
」
の
際
、

絵
本
を
２
冊
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。ま
た
、

大
島
絵
本
館
の
入
館
料
が
無
料
に
な
る
親

子
フ
リ
ー
パ
ス
券
、
読
み
聞
か
せ
や
絵
本

情
報
な
ど
の
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
、
絵
本
を
通
し
た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

応
援
し
ま
す
。

◆
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

生
後
８
か
月
児
ま
で
の
乳
児
を
対
象
に

し
た
育
児
相
談
「
ぴ
よ
ぴ
よ
相
談
」（
毎

月
、
各
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
）
で
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
大
島

絵
本
館
ス
タ
ッ
フ
や
母
子
保
健
推
進
員

が
、
こ
の
事
業
を
と
お
し
て
配
布
し
た
絵

本
な
ど
を
使
い
な
が
ら
楽
し
い
世
界
を
創

り
あ
げ
ま
す
。

＊
す
で
に
平
成
１８
年
４
月
か
ら
９
月
ま

で
３
〜
４
か
月
児
健
康
診
査
を
終
え
ら
れ

た
方
に
は
、
絵
本
引
換
券
を
郵
送
し
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
で
絵
本
を
配
布
し
ま
す
。

家庭で
できる 絵本を楽しむ

ポイント
絵本の読み方に決まりはありません。うまい、

下手もありません。
お父さん、お母さんに読んでもらうことがう

れしいのです。

◆読む環境を整える

テレビを消す、絵本を一緒に選ぶなど。寝る
前の習慣にするのもおすすめです。

◆表紙から始まり、裏表紙で終わる

絵本は表紙から物語が始まっています。裏表
紙にもオマケ、オチがついていることがありま
す。

◆楽しもうという気持ちを大切に

ページをめくる行為だけが楽しい時期や、お
気に入りのページだけを見たいときもありま
す。「ちゃんと見てくれない」とあせらず、い
っしょに楽しんで。

◆ゆっくりと心を込めて読む

大げさな演出はしてはいけません。心をこめ
ていれば、自然に声に表情がつくものです。語
りかけるようにゆっくり読みましょう。また赤
ちゃん絵本は音感を楽しむものが多いのでリズ
ム感を大切に読みましょう。

◆日常生活に結びつける

いろんな遊びをはじめ、音、手ざわり、味覚、
嗅覚、絵本に出てきたことを実際に体験させて
あげましょう。興味、理解が深まり、世界が広
がります。

ブ
ッ
ク
ハ
ー
ト
事
業
と
は

絵
本
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
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問
合
せ
先

健
康
推
進
課
（
新
湊
庁
舎
）

�
８２
―
１
９
５
４
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●大島絵本館
（鳥取50 �52－6780）
にこにこマグちゃんクラブ　
毎週水・木曜日　午前10時30分～午前11時
●中央図書館
（戸破1511 �57－4646）
子ども会
毎週土曜日　午前11時～11時30分
●新湊図書館
（三日曽根3－23 �82－8410）
児童集会
第2・4土曜日　午後2時～2時30分
●下村図書館
（加茂中部838－2 �59－2303）
おはなし会
第2・4土曜日　午後2時～2時30分
●新湊子育て支援センター
（本町1－10－34 �82－8018）
ひまわり会
第1・3水曜日　午前9時45分～午前10時
●小杉小学校
（戸破4100 �55－1055）
杉っ子さわやか教室
毎週水曜日　午後3時～4時
●歌の森小学校
（黒河560 �56－0164）
歌の森っ子かがやき教室
毎週水曜日　午後3時～4時
●太閤山小学校
（橋下条926 �56－3303）
太閤山かがやき教室
毎週木曜日　午後2時～4時
●中太閤山小学校
（中太閤山11－3 �56－3333）
中太閤山ふれあい教室
水曜日（不定期） 午後3時～4時
●金山公民館
（青井谷1648 �56－2649）
金山かがやき教室
土曜日（不定期） 午前10時～11時30分
●大門小学校
（二口467 �52－0072）
大門かがやき教室
月曜日（不定期） 午後3時～4時
●作道小学校
（作道913 �82－8035）
にこにこ作道教室
毎月第2・4水曜日　午後3時～4時30分

＊児童館や公民館、図書館などで不定期に行っ
ている場合もあります。問い合わせください。
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絵本読み聞かせ情報！
指導員　小久保　明子 さん�

指導員　綿　美濃 さん�

主任指導員　麦谷　貴子 さん�
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さくらの花びらが舞うある朝、１人の高校
生がおばあちゃんに挨拶をしました。すると、
あったかい気持ちになったおばあちゃんはご
みひろいをはじめ、その姿を見ていたごみ収
集車の運転手は道を渡ろうとしていた小学生
のために車を止め…。「おはよう」から始ま
ったしあわせな気持ちがいろんな人に繋がっ
ていくストーリーです。カラフルでありなが
ら優しい色調で描かれている絵も魅力的な１
冊です。

おはよう
（さかいようすけ作　きむ案／いろは出版）

昨年映画化されて話題になった絵本です。
オオカミのガブとヤギのメイは、あらしのよ
るに暗闇で出会い、お互いの正体を知らない
まま一晩ともに過ごします。すると、本来な
ら敵同士であるはずの二匹が固い友情で結ば
れるのです。生きていく上で本当に大切なこ
と、そして本当の友情を教えてくれるシリー
ズです。全７巻。（他、番外編１巻）

あらしのよるにシリーズ
（きむらゆういち作　あべ弘士絵／講談社）

絵描き
（いせひ

でこ作／
理論社）

じゅげむ
（川端誠作／クレヨンハウス）

私が

おすすめ
します！
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色彩がとても鮮やかで、エリック＝カール
の卓越されたコラージュ技法が光る絵本で
す。小さなあおむしが食べ物を次々に食べて
いくストーリーに子どもたちは自らを重ね合
わせ、一緒になって喜びます。やがてさなぎ
になり、蝶になるという展開からは生き物の
成長する過程を学ぶことも出来ますよ。

はらぺこあおむし
（エリック＝カール作／偕成社）
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私がおすすめします！

私が

おすすめ
します！

シンプルな物語のなかにも、赤ちゃんが大好きなくり返
し、リズム感ある言葉がいっぱい。「ももんちゃんのまね
をする子どもの姿が愛らしい」とのおかあさんたちの声が
続出！お子さんのいろいろな成長が、リアクションから実
感できます。

「ももんちゃん」シリーズ
（とよたかずひこ作／童心社）

ブックハート事業
配布絵本

「ぷーん」「ぷくぷくぷく」「ぷぷぷ」などの言葉の響き
やリズムの楽しさを、色あざやかなオレンジ、赤、青など
の丸の動きでお届けします。指が通せるしかけの穴に赤ち
ゃんの好奇心も全開！！

ごぶごぶごぼごぼ
（駒形克己作／福音館書店）

ブックハート事業
配布絵本

ぎゅっ
（ジェズ・オールバラ作／徳間書店）

ブックハート事業をきっかけに
みなさんも始めませんか

絵本のある暮らし

大島絵本館では、約1万冊の世界の絵本を楽しむ

ことができます。大島絵本館のスタッフが

おすすめする絵本を紹介します。

絵本を読みに、ぜひ遊びに

来てください。



防火意識を幼いころから高めてもらおうと１０
月６日、小杉総合体育センターで幼年消防クラブ
のつどいが行われました。
市内の保育園・幼稚園の園児約８５０人が参加

し、そろいのはっぴを着た園児らを代表し、大島
南部保育園の今口皓陽くんと盛田あむさんが「絶
対に火遊びをしません」と誓いの言葉を宣誓しま
した。また、消防士による救助訓練が行われ、は
しごを上り救助者を助ける姿に子どもたちから大
きな拍手が送られました。
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―― 幼年消防クラブのつどい ――

給食にカニが
一匹丸ごと！

―― 新湊漁協「カニ給食」――
市内の小学校６年生に新湊産のカニ１匹

をプレゼントする「カニ給食」が９月２２日、
小杉小学校を皮切りに始まりました。
この事業は新湊漁業協同組合（矢野恒信組
合長）が子どもたちに射水の特産を知って
もらうために平成１５年から実施。子どもた
ちは前日水揚げされ塩ゆでされた体長７０㎝
ほどのキトキトのカニを口いっぱいにほお
ばっていました。
ベニズワイガニの収穫は９月から来年の
５月までで、市内外の食料品店に並びます。
ぜひ、ふるさとの味を味わってみてください。

市内芸術家の作品が並ぶ！
―― 第1回射水市展 ――

市内芸術愛好家の創作活動の発表の場となる第１
回射水市展が１０月１１日から１５日まで開催されまし
た。新湊中央文化会館には洋画と書、小杉文化ホー
ルには日本画、工芸、彫刻、写真が展示され多くの
市民が来場し芸術の秋を堪能しました。
今回出品されたのは、日本画２１点、洋画６２点、

工芸４４点、書６８点、彫刻５点、写真４９点の計２４９
点。個性あふれる意欲作が展示され、各部門の優秀
作品には市展大賞が贈られました。

日本画の部 「仕分け作業」 津田　久吉
洋 画 の 部 「マザーツリー」中条　陽子
工 芸 の 部 「環」 上野　雅子

市展大賞

書 の 部 「石」 宮崎 玉喜
写真の部 「夜空の華」 島倉　　譲

絶対に火遊びしません！

９月２３日には海老江曳山まつり、１０月１日には新湊曳
山まつり、１０月８日には大門曳山まつりが行われ、県内
最多の２０基の曳山が、町衆の心意気を示しながら市内３
か所で巡行しました。
昼は花山、夜はちょうちん山に姿を変え「イヤサー、

イヤサー」と、若集の威勢よい掛け声にあわせ車輪をき
しませながら観衆を魅了しました。

掛け声に合わせ巡行する海老江東町の曳山海老江西町の「唐猿童子」のからくり人形

１３基の曳山が巡行する新湊の曳山

小雨が降る中、行灯に彩られた新湊の曳山

車輪をきしませながら浜っ子の心意気をみせる

典雅に奏でられるお囃子に合わせ巡行する大門の曳山路上で回転し観衆を魅了する大門の曳山

―― 海老江・新湊・大門曳山まつり ――
絢爛豪華 曳山20基が巡行！
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G
'day
everyone!

（
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
）

先
月
、「
ロ
ー
ド
ト
リ
ッ
プ

ち
ゃ
知
っ
と
る
け
」
と
い
う
記

事
で
ロ
ー
ド
ト
リ
ッ
プ
と
は
何

か
を
説
明
し
ま
し
た
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
両
親
と
車
で
色
ん
な

遠
い
場
所
に
行
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
私
が
友
達
と
体
験
し
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
の
ロ
ー
ド
ト
リ
ッ

プ
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

最
初
の
ロ
ー
ド
ト
リ
ッ
プ
は

１
９
９
７
年
の
冬
、
高
校
３
年

生
の
時
で
、
私
は
７
人
の
友
達

と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
ス

キ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
３
時
間

の
飛
行
機
の
旅
の
後
、
私
た
ち

は
小
さ
い
バ
ス
を
レ
ン
タ
ル
し

て
、
ク
イ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
と
い

う
有
名
な
町
に
向
け
て
８
時
間

の
真
夜
中
の
ド
ラ
イ
ブ
を
し
ま

し
た
。
私
た
ち
８
人
の
中
で
、

２５
歳
以
上
の
友
達
は
一
人
だ
け

だ
っ
た
の
で
、
ラ
イ
セ
ン
ス
の

関
係
上
、
彼
し
か
バ
ス
を
運
転

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
普
通
、

ロ
ー
ド
ト
リ
ッ
プ
す
る
時
は
、

運
転
手
が
疲
れ
な
い
よ
う
に
交

代
で
運
転
し
ま
す
が
、
あ
の
時

は
一
晩
中
の
ド
ラ
イ
ブ
だ
っ
た

の
で
そ
の
友
達
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
た
ち

は
出
来
る
だ
け
に
ぎ
や
か
な
雰

囲
気
を
つ
く
り
、
寝
な
い
よ
う

に
頑
張
り
ま
し
た
。
一
緒
に
歌

を
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り

し
て
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

「
旅
路
を
共
に
す
る
人
に
恵
ま
れ
る

と
、
旅
は
一
番
短
い
近
道
を
行
く

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
」
の
こ
と
わ

ざ
の
よ
う
に
時
間
は
早
く
経
ち
ま

し
た
。ス
キ
ー
は
そ
の
旅
の
主
な
目

的
で
し
た
が
、
ス
キ
ー
ま
で
の
道

の
り
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

１
９
９
９
年
の
年
末
、
大
学
１

年
生
の
時
、
留
学
し
て
い
る
２
人

の
日
本
人
女
性
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
親
友
で
、
私
の
故
郷
の
ニ
ュ
ー

カ
ッ
ス
ル
か
ら
メ
ル
ボ
ル
ン
に
車

で
行
き
ま
し
た
。
私
と
親
友
は
交

代
で
運
転
し
、
女
性
た
ち
は
後
ろ

で
く
つ
ろ
い
で
い
ま
し
た
。
途
中
、

私
た
ち
は
何
回
も
き
れ
い
な
公
園

や
海
な
ど
に
止
ま
り
、
近
く
を
散

歩
し
た
り
、
カ
フ
ェ
で
食
事
を
し

た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
特
に

メ
ル
ボ
ル
ン
に
あ
る
「T

he
G
reat

O
cean

R
oad

」
と
い
う
美
し
く
有

名
な
海
辺
の
道
を
通
っ
た
時
は
と

て
も
き
れ
い
で
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
運
転
し
て
い
る
時
は
好
き

な
音
楽
を
聞
い
た
り
、
歌
を
歌
っ

た
り
、
面
白
い
話
を
た
く
さ
ん
し

ま
し
た
。
全
然
急
い
で
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
片
道
８
０
０
㎞
以

上
の
旅
は
一
日
で
終
わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
私
が
初
め
て
自
分
で
長
距

離
を
運
転
し
た
ロ
ー
ド
ト
リ
ッ
プ

で
、
本
当
に
気
持
ち
良
か
っ
た
で

す
。
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
旅
と
な

り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私
は
５
月

に
親
友
の
結
婚
式
の
た
め
に
帰
国

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
ロ
ー

ド
ト
リ
ッ
プ
で
一
緒
だ
っ
た
親
友

の
男
性
と
日
本
人
女
性
の
結
婚
式

だ
っ
た
の
で
す
。

将
来
は
色
ん
な
国
で
友
達
や
両

親
と
ロ
ー
ド
ト
リ
ッ
プ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ロ
ー
ド
ト

リ
ッ
プ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
に
、
広
大
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
の
ロ
ー
ド
ト
リ
ッ
プ
は
最
高
の

気
分
に
な
れ
ま
す
よ
！！

〜
近
く
の
図
書
館
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
〜

《
一
般
図
書
》

旅
の
記
録
楽
し
い
残
し
方

ひ
ぐ
ち
　
あ
き
ら

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
３

明
橋
　
大
二

ク
ラ
ゲ
の
ふ
し
ぎ

技
術
評
論
社

布
草
履
・
藁
草
履
を
作
ろ
う

杉
沢
　
周
子

こ
ち
ら
、
ナ
ー
ス
休
憩
室
。

小
林
　
光
恵

ネ
コ
の
ダ
イ
エ
ッ
ト村

松
　
友
視

中
原
の
虹
　
第
一
巻浅

田
　
次
郎

不
当
買
収
　
　
　

江
上
　
　
剛

狼
花
・
新
宿
鮫
Ⅳ

大
沢
　
在
昌

求
愛
　
　
　
　
　

柴
田
よ
し
き

桜
ハ
ウ
ス
　
　
　

藤
堂
志
津
子

ダ
ブ
ル
　
　
　
　

永
井
す
る
み

天
地
人（
上
・
下
）

火
坂
　
雅
志

牡
丹
酒
　
　
　
　

山
本
　
一
力

《
郷
土
資
料
》

名
こ
そ
武
士
　
　

佐
多
　
　
玲

と
や
ま
の
祭
り富

山
県
観
光
連
盟

ウ
ェ
ル
カ
ム
金
山
公
民
館
　

金
山
公
民
館

公
民
館
で
は
、
住
民
が
「
楽

し
く
集
う
場
」「
憩
い
の
場
」

で
あ
り
、
ま
た
「
学
び
の
場
」

で
あ
る
よ
う
に
と
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

先
日
は
、「
ペ
タ
ン
ク
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
小
学
生
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
指
導
委
員
の
丁
寧
な
ア

ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
で
競
技
の

ル
ー
ル
の
習
得
も
速
く
で
き
た

よ
う
で
す
。「
力
が
特
別
に
必
要

で
な
い
と
こ
が
い
い
ね
」「
年

齢
に
関
係
な
い
か
ら
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
達
と
も
一
緒
に
遊
べ
る

ね
」
と
、
皆
さ
ん
に
と
て
も
好

評
で
し
た
が
、
ビ
ュ
ッ
ト
の
側

に
ボ
ー
ル
を
着
け
る
事
が
な
か

な
か
難
し
く
て
競
技
に
も
熱
が

入
り
ま
し
た
。

１２
月
に
は
、
１０
年
以
上
続
け

て
い
る
「
し
め
縄
し
め
飾
り
教

室
」
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
手

で
刈
っ
た
藁
の
確
保
が
難
し

か
っ
た
り
、
指
導
者
が
少
な
く

な
っ
た
り
と
苦
労
も
あ
り
ま
す

が
、
毎
年
こ
の
教
室
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
方
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
お
世
話
の
甲
斐
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
区
住
民
の
皆

さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
交
流

活
動
や
伝
承
体
験
活
動
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
公
民
館
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
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射
水
市
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
新
た
に
作
成
し
ま
し
た

市
内
各
館
の
施
設
紹
介
や
利

用
案
内
・
お
知
ら
せ
を
は
じ
め
、

家
庭
か
ら
市
内
全
図
書
館
の
資

料
検
索
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
中
央
館
で
は
、
窓
口

で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
登
録
す
る
と

貸
出
中
の
図
書
に
の
み
ｗ
ｅ
ｂ

予
約
が
で
き
ま
す
。

晩秋の越中路を駆け抜ける恒例の富山県駅伝競走大会が開催
されます。県庁前をスタート・ゴールとし、富山～高岡間を往
復する４２.５キロメートルのコースを県内１２郡市１２チームが襷

たすき

リ
レーで競います。
射水市チームは、昨年３位。選手・監督の熱心な取り組みに

より、着実にレベルアップが図られ、一層の飛躍が期待されて
います。
射水市代表選手の力強い走りにみなさんの熱いご声援をお願

いします。

１１月１２日（日）期　日 午前１１時スタート

射水市内（県道富山高岡線）の通過は、往路が午前１１時３０分
から正午、復路が午後１２時１５分から１２時４５分頃の予定です。

旧町史跡めぐり！
三ケ・戸破ウォーキング
小杉の歴史にふれながら晩秋の町並みを
ゆっくり歩きましょう！！

１１月１１日（土）期　　日
午前８時　小杉社会福祉会館集　　合
２００円（きらり会員１００円）参 加 費
こすぎ総合スポーツクラブ
“きらり” �５６－６４４３

問合せ先

ＨＰのアドレスは、
http:// lib.city.imizu.toyama.jp/



新湊福祉会館１０：００～１５：００

環境について考える�環境について考える�エコネット　いみず�

エコ川柳　秋の茶会結果発表！�

地球温暖化防止啓発ポスター�
優秀作品発表�
温暖化問題に対する関心を深めるため、啓発ポ

スターを募集したところ、市内小・中学生から１５０
点もの力作を応募いただきました。
環境とくらしフェア会場で全作品を展示し、優

秀作品の表彰式を行います。
たくさんの応募、大変ありがとうざいました。

優秀賞「昭和から すだれ打ち水 学びたい」（海光さん）
「エコライフ 母から教わる 花嫁修行」

（のんきママさん）

引き続きエコ川柳を募集しています。詳しくはホームペー
ジ「エコライフ・いみず」をご覧ください。

最優秀賞
太閤山小学校　由水　誠一

優 秀 賞
放生津小学校　本江　真人
新湊小学校　殿村　愛梨
中伏木小学校　住吉　志萌
中伏木小学校　津田真奈美
作道小学校　石黒　里奈
片口小学校　法土　千里
片口小学校　堀　　有樹
片口小学校　山田　亜樹
片口小学校　塩谷　紗代
片口小学校　寺井　裕紀
中太閤山小学校 田畑　紅葉

相　　談　　名 11 月 12 月 時　　間 場　　　　　所 備　　　　考

各
　
種
　
相
　
談
　
ご
　
と

行政相談

人権相談

１３：３０～１６：００ 小杉社会福祉会館

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

新湊交流会館
大門総合会館
大島社会福祉センター
福王寺
小杉社会福祉会館
新湊福祉会館
大門総合会館
大島社会福祉センター
福王寺

心配ごと相談

成年後見制度相談

１３：００～１６：００

１４：００～１６：００

毎週月曜日（祝日除く） 小杉社会福祉会館
毎週水曜日（祝日除く） 新湊福祉会館
毎週水曜日（祝日除く） 大門総合会館
第４火曜日（祝日除く） 大島社会福祉センター

福王寺
布目庁舎別館

結婚相談 １９：００～２１：００毎週水曜日（祝日除く） 新湊福祉会館

教育相談 １３：００～１７：００月・水・金曜日 教育センター

住宅相談
１０：００～１６：００ 小杉社会福祉会館 １２月は大門総合会館で実施

年金相談 １０：００～１５：００

１３：３０～１５：００

月曜日～金曜日
（祝日除く）消費生活相談 ９：００～１６：００ 大島庁舎

新湊庁舎

障害者巡回相談
小杉庁舎

認定心理士による
子育て相談

大門子育て支援センター

新湊庁舎

新湊商工会議所

無料法律相談

１３：００～１６：００ 小杉庁舎 要予約（１１／１・１２／１３
から受付）�５７－１６２７

�８２－１９５２

１３：００～１６：００ 小杉社会福祉会館 要２週間前から予約
（＊１）�５５－２８１３

火・金曜日は専門員が対応
�５２－７９７４

税理士の税務相談 １３：００～１５：００ 高岡本丸会館 �２５－６６２４

要予約
�８６－８５２２

＊子育て支援センター
開所時間中は、随時
保育士による子育て
相談を受け付けてい
ます。

�０７６－４４４－４４００

�８２－１６７８

女性のこころと生き方相談 １４：００～１６：００ 働く婦人の家「きらめき館」 �５５－５６５０
＊１２月９：００～１１：００

家庭児童・母子父子相談 ９：００～１７：００月曜日～金曜日 新湊庁舎 �８２－１９５３
青少年育成相談 ８：３０～１７：００月曜日～金曜日 少年育成センター �５６－２１４８

子どもの悩み総合相談
９：００～１７：００

月曜日～金曜日
（祝日除く） 小杉庁舎　１階

子どもの悩み総合相談室

子どもの権利支援センター
「ほっとスマイル」

�・�５７－０１００
E-mail:kodomo-soudan@
city.imizu.toyama.jp

ほっとスマイル
子ども相談

１４：００～１７：００第１・２・４月曜日
１４：００～１８：００第３・５月曜日
１４：００～１７：００

臨床心理士による
子育て相談

小杉北部子育て支援センター
小杉南部子育て支援センター

９：３０～１１：３０

１０：３０～１１：３０

子育て講演会

保健師による育児相談

小杉北部子育て支援センター
小杉南部子育て支援センター

９：３０～１１：３０

大島子育て支援センター１０：４０～１１：３０
下村子育て支援センター１０：２０～１１：５０
大島子育て支援センター１０：４０～１１：３０

交通事故相談 富山警察署分庁舎１３：００～１５：００
�２１－９４１１巡回交通事故相談 高岡総合庁舎１０：００～１５：００
要予約　�８２－８１００時間外医療相談（無料） 射水市民病院 医療相談室１７：３０～１９：００

第１・２・４水曜日

要予約　�５５－２７９９
E-mail:
smile@toyamav.net

（心理カウンセラー
による相談）

毎週水曜日
（祝日除く）

＊要予約
連絡先は上記と同じ

１３：００～１６：００ 新湊福祉会館
要前日予約
（８：３０～受付定員６人）
�８２－８４５１

（＊１）…多くの方の相談を受け付けたいため、前回の相談より６か月以上期間をあけて申し込みください。

困ったときには相談を…� 一人で悩まず相談してみてはいかがですか！�
時間と場所を確認し、ご相談ください。�

射
水
地
区
商
工
会
合
併
協
議
会
の
発
会
式
が
９
月
２９
日
、
小
杉
社
会
福

祉
会
館
で
行
わ
れ
、
小
杉
・
大
門
・
大
島
・
下
村
の
４
商
工
会
長
が
合
併

基
本
協
定
に
調
印
し
ま
し
た
。

合
併
の
方
式
は
新
設
合
併
で
、
平

成
２０
年
４
月
１
日
を
目
標
に
会
員

１
、
７
０
０
人
規
模
の
「
射
水
市
商

工
会
」
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
、

合
併
協
議
会
会
長
に
は
織
田
和
夫
氏

（
小
杉
商
工
会
長
）
を
選
び
ま
し
た
。

今
後
、
３０
項
目
に
渡
る
合
併
協
議

項
目
を
審
議
し
、
来
年
の
１１
月
に
は

合
併
契
約
の
締
結
を
行
い
、
平
成
２０

年
３
月
に
合
併
認
可
を
受
け
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

射
水
地
区
商
工
会
合
併
協
議
会
発
会
式

広報�2006.11 10広報� 2006.1111

県
内
最
大
規
模
の
商
工
会
誕
生
に
向
け

チャレンジ・エコライフ！
今月のテーマ「エコドライブを心がけよう！（前編）」

自動車から排出されるガスには、地球温暖化の原因となる
二酸化炭素などが含まれています。環境に配慮したエコドラ
イブにより、二酸化炭素の削減、燃料の消費量を減らすこと
ができます。
今回は、このエコドライブについて考えてみましょう。

・急発進、急加速はしない
急発進、急加速は危険なだけでなく、エネルギーの無駄にも

つながります。
１０キロメートル走行ごとに急発進・急加速を繰り返した場合と
しなかった場合→年間でＣＯ２ ６４.４㎏削減　　約２,９４０円節約

・タイヤの空気圧も要チェック
タイヤの空気圧は燃費に大きく影響します。こまめにチェッ

クしましょう。
タイヤの空気圧を適正に保った場合とそうでない場合
→年間でＣＯ２ ３４.５㎏削減　　約１,５８０円節約

・できるだけ公共交通を利用しましょう
個々に自動車で移動するよりも多くの人が共有できる公共交

通の方が１人あたりのエネルギーの消費が少なくてすみます。
年間走行距離の１割（１,０００キロメートル）分を自動車に乗ら
なかった場合→年間でＣＯ２ １４３.８㎏削減　　約６,５００円節約

小学生の部

最優秀賞
射北中学校　　堺　 晴 加

優 秀 賞
新湊西部中学校 東井　一真
新湊西部中学校 矢野あづみ
射北中学校　米原　みほ
射北中学校　青雲　遥香
射北中学校　竹端　精太
大門中学校　西尾奈緒美
大門中学校　星野　由維

中学生の部

富山県（地域別）
最低賃金が変わりました

時間額　652円
（現行の648円から4円引き上げ）

＊この最低賃金は、県下全ての事業場の労働者
に適用されます。この金額に満たない賃金支
払は、最低賃金法違反となります。
問合せ先
富山労働局賃金室　� 076-432-2735

平成18年 事業所・企業統計調査　
ご協力ありがとうございました

調査票への記入・回収に際しましてはお忙
しいところご協力いただきありがとうござい
ました。集計した結果はこれからのまちづく
りに役立てます。

問合せ先　企画政策課　�57－1623

10月1日
から

１９日

６日
８日
１５日
２８日
６日
１日
８日
１５日
２８日
６日

６日
２２日

１９日
１７日

２２日
１６日

２９日

２日

３０日

１０日

１７日

１７日
１０日・２４日

１５日
２２日
８日
９日
１０日

６日・１７日
９日
２７日

１５日

１７日

４日
１３日
２０日
２６日
４日
６日
１３日
２０日
２６日
４日

２７日
２１日

１３日

２１日

１日・１５日
８日・２２日

２０日
６日

７日
１５日

１日・１５日
１４日
２５日

４日
２７日

１７日
１５日
１日

２７日

８日

１５日

２０日



項　　　　目 対　象　者 対象地区 実　施　日 受付時間会　　　　場

健診

教室

3～4か月児健康診査

1歳6か月児健康診査

3歳6か月児健康診査
（むし歯予防教室

3歳6か月児）

Ｈ１８年７月生

大門 １１月７日（火）

１３：００～１３：２０

１３：００～１３：２０

１３：００～１３：２０

大門保健センター
新湊 １１月８日（水） 射水市民病院
小杉・下 １１月１０日（金） 小杉保健センター
大島 １１月１４日（火） 大島保健センター

大門・大島 １１月１日（水） 大門保健センター
新湊 １１月１５日（水） 新湊保健センター
小杉・下 １１月２２日（水） 小杉保健センター
大門・大島 １２月１日（金） 大門保健センター
小杉・下 １１月９日（木） 小杉保健センター
大門・大島 １１月１６日（木） 大門保健センター
新湊 １１月３０日（木） 新湊保健センター

大門・大島 １１月２１日（火） 大門保健センター
新湊 １１月２２日（水） 新湊農村環境改善センター
小杉・下 １１月３０日（木） 小杉保健センター
小杉・下 １１月１４日（火） 小杉保健センター
大門・大島 １１月２８日（火） 大門保健センター
新湊 １１月２９日（水） 新湊農村環境改善センター

Ｈ１７年４月生

Ｈ１７年５月生

Ｈ１５年５月生

むし歯予防教室
（1歳6か月児・3歳児）

１３：００～１３：２０
１歳６か月児
（Ｈ１７年４月生）
３歳児（Ｈ１５年１１月
生）の教室参加者

むし歯予防教室
（2歳児・2歳6か月児）

１３：００～１３：２０
２歳児（Ｈ１６年１１月生）
２歳６か月児
（Ｈ１６年５月生）の
教室参加者

マタニティ教室（第1回）《要申込み》 １３：１５～１３：３０妊婦 全市 １１月２８日（火） 小杉保健センター
マタニティ教室（第2回）《要申込み》 ９：１５～ ９：３０妊婦 全市 １１月１６日（木） 新湊保健センター

新米パパママ教室《要申込み》 ９：１５～ ９：３０生後６か月～１歳児の両親 全市 １１月１１日（土） 小杉保健センター
もうすぐパパママ教室《要申込み》 ９：１５～ ９：３０妊婦とその夫 全市 １１月１８日（土） 大島保健センター

保健だより�保健だより�Ｈ18年11月�
・1歳6か月児健診、3歳6か月児健診、予防接種は、�
　個人通知をしませんので、毎月の広報「いみず」を見�
　て会場へお越しください。�

問合せ先�

・健康推進課（新湊庁舎）�
・新湊保健センター�
・小杉保健センター�

TEL82－1954　FAX82－3175�
TEL82－8416　FAX82－8419�
TEL56－3007　FAX56－3008

・大門保健センター�
・大島保健センター�
・下村保健センター 

TEL52－7070　FAX52－7071�
TEL52－7970　FAX52－5595�
TEL59－8021　FAX59－8022

項目 対象地区 実施日 受付時間会　　場
１１月１日（水） ９：３０～１１：３０

８：３０～１０：００
９：３０～１０：００
１０：３０～１１：３０肺・結核

検診

胃検診
《要申込み》

新湊

小杉

大島

新湊保健センター
１１月２５日（土）新湊保健センター

１１月１日（水）池多公民館

９：３０～１１：３０

１１月２日（木）大江公民館
１１月７日（火）三ケ公民館
１１月１５日（水）戸破公民館
１１月１７日（金）小杉保健センター
１１月８日（水）大島保健センター

新湊

８：３０～ ９：３０

１１月１日（水）新湊保健センター

小杉 １１月１７日（金）小杉保健センター１２月３日（日）小杉保健センター

大門 １１月１０日（金）大門保健センター

大島 １１月１６日（木）大島保健センター
下 １１月８日（水）下村保健センター

１１月２０日（月）大門保健センター

１１月２５日（土）新湊保健センター

子宮・乳房
検診

《要申込み》

新湊 １３：３０～１４：００１１月１日（水）新湊保健センター
８：３０～ ９：３０１１月２５日（土）新湊保健センター

小杉 １３：００～１４：００

８：３０～ ９：３０

１３：００～１４：００

１１月２日（木）小杉保健センター
１１月７日（火）小杉保健センター

大門 １１月１０日（金）大門保健センター

大島 １１月１６日（木）大島保健センター
下 １１月８日（水）下村保健センター

１１月２０日（月）大門保健センター

１１月１５日（水）小杉保健センター
１１月１７日（金）小杉保健センター
１２月３日（日）小杉保健センター

黒河公民館

項目 対象地区 実施日 受付時間会　　場

９：３０～１１：００健　康
相談会

１１月１３日（月） ９：３０～１１：３０、
１３：３０～１５：３０

血圧相談会
《要申込み》全市

新湊保健センター
１１月２０日（月）小杉保健センター

１２月４日（月）新湊 本江公民館
１１月６日（月）

小杉

南太閤山公民館

１１月１７日（金）下 下村白石コミュニティ
１１月２２日（水）加茂コミュニティ

１１月１０日（金）三ケ公民館
１１月１４日（火）戸破公民館
１１月２２日（水）橋下条公民館
１１月２４日（金）金山公民館
１２月４日（月）大江公民館

月　日 医　院　・　病　院 電 話 月　日 医　院　・　病　院 電 話

１１月３日
（祝）

姫野病院（放生津町）（内） ８４－００５５
藤田クリニック（二口）（産婦） ５２－３５１５
釣谷歯科医院（高岡市） ２４－５００５

１１月５日
（日）

長徳寺クリニック（本町）（整外） ８４－７１７１
レディースクリニックむらた（橋下条）（産婦）５７－４１４１
石多歯科医院（高岡市） ２２－２７１７

１１月１２日
（日）

菓子井医院（本町）（内） ８２－２０３２
島崎内科医院（小島）（内） ５２－０１７３
勝山歯科クリニック（高岡市） ２８－３０３０

１１月１９日
（日）

渋谷医院（殿村）（内） ８２－５３２８
パスコこどもクリニック（中太閤山）（小） ５６－７０８７
茶谷歯科クリニック（高岡市） ２８－１１８２

１１月２３日
（祝）

池田医院（堀岡明神新）（内） ８６－１２３４
大島くるみ病院（大島北野）（内） ５２－２５８０
吉崎歯科医院（氷見市） ７４－４１６９

１１月２６日
（日）

田中医院（中新湊）（小） ８４－３５７０
木田小児科医院（東太閤山）（小） ５７－１５２５
斉藤歯科医院（高岡市） ２２－０６６１

１２月３日
（日）

梅崎医院（本町）（小） ８４－５０４５
島崎内科医院（小島）（内） ５２－０１７３
織田歯科医院（草岡町） ８６－３７５４

母と子の健康診査・教室・相談・予防接種（11月1日～12月5日）

集団検診 ※「受診券」「健康手帳」を持参してください。 相談 ※「健診結果」「健康手帳」を持参してください。

成人の検診・相談（11月1日～12月5日）

休日在宅当番医・歯科医（診療時間　午前9時～午後5時）

保険医協会の
健康テレホンサービス

11月のテーマ
�076－442－0003

月 インフルエンザ予防接種について ～いつ接種すればいいの？

火 耐えがたい痛みを伴う群発頭痛
水 男の更年期障害
木 インプラント治療について
金 爪でわかる内臓の病気
土・日 手指の第一関節の痛みと腫れ ～ヘバーデン結節～

「いみず元気ウォークスタンプラリー」に
参加しましょう！

小杉室内ウォーク
日　時 １１月２７日（月）午後１時２０分～
場　所 小杉総合体育センター
持参物
スタンプシート（持っている方）、
内履き、水筒

＊どなたでも参加できます。
～この事業は国民健康保険と共催しています～

歩いて！集めて！楽しく健康づくり

インフルエンザは、突然の高熱、頭痛、関節痛な
どを主症状とし、気管支炎や肺炎などを合併して重
症化することが多い病気です。予防接種は、発病防
止や重症化の防止に有効とされています。市では、
下記の対象者に接種券付ハガキを送付して、接種を
おすすめしています。

対象者
（１）射水市在住の満６５歳以上の方
（２）射水市在住の６０～６４歳の方で、心臓・腎臓・

呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウィルスに
よる免疫の機能に障害を有する方

接種期間 １１月１日（水）～１２月２７日（水）

接種回数 １回

個人負担金 １,０００円

接種場所 射水市内指定医療機関（要予約）
※市外の医療機関・施設などに入院・
入所中の方は相談ください。

高齢者インフルエンザ予防接種実施中！
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相談

ぴよぴよ相談
（育児・母乳相談、

離乳食実習）

９：３０～１０：００
１３：００～１３：３０

９：３０～１０：００
生後８か月まで 全市

ＢＣＧ

１３：３０～１４：００

Ｈ１８年７月生

にこにこ相談
（育児・栄養相談）

９：３０～１０：００生後９か月以降 全市

予防
接種

１１月１５日（水） 大門保健センター
１１月２０日（月） 新湊保健センター
１１月２９日（水） 小杉保健センター
１１月３０日（木） 大島保健センター
１１月２日（木） 下村保健センター

あそびの広場 ９：３０～１０：００幼児 小杉 １１月２４日（金） 小杉保健センター

１１月７日（火） 新湊保健センター
１１月２１日（火） 小杉保健センター
１１月２７日（月） 大門保健センター
１２月１日（金） 新湊保健センター
１２月５日（火） 大門保健センター

大門 １１月１５日（水） 大門保健センター

小杉・下 １１月２１日（火） 小杉保健センター
１３：３０～１４：００大島 １１月２９日（水） 大島保健センター

１３：００～１４：００
１３：３０～１４：３０

新湊 １１月１７日（金） 新湊農村環境改善センター

※対象地区以外で健診等を受診される場合は、お住まいの地区の保健センターへご連絡ください。

◆今年度から受け方が変更になりました◆

�接種を受ける際は、接種券付ハガキが必要です。
������������

対象者には１０月末に郵送しました。
※紛失などで手元にない方は、健康推進課または
各保健センターまで問い合わせください。
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接種する指定医療機関で説明書をよく読み、予
診票に記入・署名し、接種を受けてください。

年に一度のがん検診、あなたは、もう受けましたか？
まだ受けていないという方「恐くて受けられない

よ」「私は関係ないわ」と思っていませんか？
がんは早期に発見することで、治る時代になりまし

た。定期検診で早期発見・早期治療を心がけましょう！

集団検診の日程・会場は広報、健康カレンダーで
ご確認ください。
受け方、受診券、検診料金などは健康推進課また

は各保健センターへ問い合わせください。

がん検診はお済みですか？

◎子宮頸がんが２０～３０歳代で急増しています！
早期発見で子宮頸がんは完治します。

◎４０～５０歳代では乳がんが急増しています！
マンモグラフィと触診による乳がん検診を
受けましょう。
射水市では、乳腺密度の高い４０歳代の方に
マンモグラフィの２方向撮影を実施してい
ます。

がん検診の受診期限が近づいています！！
早めに受診しましょう！！

ご存じですか？ がん情報

胃検診 大腸がん
検 診

肺・結核
検 診

子宮がん
検 診

乳　房
検　診

集　団
検　診

最終日
１２月３日

最終日
１２月２０日

最終日
１１月２５日

最終日
１２月３日

最終日
１２月３日

医療機関
検　診 １２月２０日まで

～ 平成18年度 がん征圧スローガン ～

「向き合おう！ あなたの体とがん年齢」

※接種券付ハガキの指定医療機関電話番号の訂正について
ひのき整形外科
�８４－８６８６ →

正しい電話番号
�８４－８８００



宮川助役に報告書を手渡す部会代表者

総合計画審議会の部会は、新しいまちづくり
において基礎となる３つの分野で構成されます。
各部会では、市民の一体感の醸成、人口増対
策、少子・高齢化対策、射水ブランドの確立な
どを共通課題としながら、それぞれの個別課題
について審議が進められていきます。
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富山新港には、どこの

国からどんな品物が輸入

されているのでしょうか。

平成１７年の輸入貨物の

品名と国籍別の状況は次

のとおりです。

＊来月は輸出貨物の
品名と国籍別状況
を掲載します。

子どもの権利条約の内容をお知らせしています。

大いに学べ、大いに遊べ
第28条　教育を受ける権利
第29条　教育の目的
第31条　休み・遊ぶ権利

条約では、教育の目的を子どもの人権を尊
重し、人格や才能など子どもの可能性を最大
限に伸ばすこととしています。
思いっきり遊ぶことや、スポーツや文化活

動などに親しむことは、子どもの成長には欠
かせません。子どもの遊びがバーチャル化し
体を直接使った体験が乏しくなっていること
や、安心して遊ぶことのできる場所が少なく
なっていることが懸念されています。豊かな
人格を形成するためにも、子どもの学び、遊
びについて考えたいものです。
また、塾やクラブ活動に忙しくて、ゆとり

がなく疲れている子どもを見かけることがあ
ります。たまには何もしないでゆっくり休む
ことも必要です。

問合せ先
少子化対策・子どもの権利班（新湊庁舎）

E-mail : kodomo@city.imizu.lg.jp
�82－1965 FAX 82－8269

TEL82－8100
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◆市民が主役のまちづくり◆ 射水市総合計画Vol.4

１０月２３日、第１回射水市総合計画審議会が開催されました。
この総合計画審議会は、市議会議員、公共的団体の役員、有識者、公

募による市民など４０名（うち女性１２名）の委員で構成されており、総合
計画の策定に際して必要な事項を調査審議していく市長の諮問機関です。
審議に入る前に会長と副会長の選出が行われ、会長に富山大学医学部

学部長の鏡森定信氏、副会長に富山商船高等専門学校長の千葉貢氏が互
選によってそれぞれ選ばれました。
開会に当たり分家市長は「それぞれの分野から集まっていただいたみ

なさんと、未来に明るい希望の持てる幸せな射水市を創り上げたい」と
あいさつし、鏡森会長は「みなさんの英知で会議が深まり、新しい射水市がさらに発展することを願っている」と総合
計画策定に対する思いを述べました。

鏡森会長が市長から諮問書を受け取った後、審議会運営規程や部会の構
成・運営などについて審議されました。

＜主な審議内容＞
●審議会は、全体会と部会（未来部会、安心部会、元気部会の３部会）
により運営する。
●総合計画の構成は、総論、基本構想＊（将来像、施策の大綱）、基本
計画＊（基本目標・施策、計画の推進）とする。
●計画期間は、基本構想、基本計画ともに平成２０年度から平成２９年度
までの１０年間とする。

＊については広報５月号または射水市総合計画ホームページをご参照ください。

９月２６日、第２回総合計画市民ワーキング委員会議が開催
されました。
この市民ワーキングは５月に設置され、これまで部会（４

部会構成）を各３回開催し、新市の将来像や各分野における
課題、対策などについて検討を重ねてきました。今回は市民
ワーキングの最終会議となり、各部会で検討してきた内容と
結果が報告され、その報告書が宮川助役に手渡されました。
この報告書の内容については、射水市総合計画審議会でも

提示され、総合計画を策定していく上で参考にされます。

企画政策課（小杉庁舎）�５７－１６２３
URL：http://www.city.imizu.toyama.jp/top.aspx

問合せ先

◆未来づくり部会

●地域の一体感の醸成を図るため、地域ぐるみで盛
り上がれるイベントを新規に企画する。

●他の都市にない、市外や県外から移り住みたくな
るようなまちづくりに努める。

◆暮らしの安全・安心部会

●外国人定住者が増えているが、地域の行事に参加
してもらい、住民とコミュニケーションを図る。

●自分の地域は自分たちで守る意識を持ち、地域の
災害弱者の把握を普段からしておくなど、防災体
制を整えておく。

◆住みよい環境部会

●森・川・海をつなぐ継続的なイベント（植林、森
林整備など）を開催する。

●ゴミの分別収集の徹底、ゴミの資源化・減量化を
図り、美しいまちづくりを推進する。

◆「いいみず　射水」産業・ブランド部会

●各行事、イベント開催時に特産品や地元施設の利
用について、市民自身により地元からＰＲする。

●スーパーなどとタイアップし、「射水特産コーナー」
「射水の日」など地元産品を優先的に販売する体
制をつくる。

◆「未来」に向けた「安心」で「元気」なまちづくり

分家市長から諮問書を受け取る鏡森会長

月　　日 内　　容 担　　当
１１月１０日（金）食事療法と単位配分 管 理 栄 養 士
１１月１７日（金）糖尿病の検査と治療・合併症 岩井中内科部長
１１月２４日（金）油脂（表５）と外食 管 理 栄 養 士

『バリアフリー』という言葉は
ご存知でしょうか。もちろん！と
思われた方も多いのではないでし
ょうか。最近はこの言葉もすっか
り日常の会話にとけこんでいる感
がします。ちなみに“バリアフ
リー（barrier free）”とは、英語で
“障害物（＝バリア）の無い（＝
フリー）”といった意味です。
平成１２年１１月より「高齢者、

身体障害者等の公共交通機関を利
用した移動の円滑化の促進に関す
る法律」いわゆる“交通バリアフ

リー法”が施行されたことに伴い、空港や駅の新設や大規
模改築の際、エレベーター設置や段差解消などが義務付け
られ、またノンステップバスや福祉タクシーといったもの
が整備されてきています。
高齢者が骨折や関節炎で寝たきりになることも、バリア

フリーの整備が予防の大きな助けになります。高齢者の場
合、しりもちをついただけで腰や脚の骨折を起こしてしま
い、寝たきり・車椅子の生活となったケースは後を断ちませ
ん。実際の転倒は、段差のあるところだけではなく、トイ
レ・ベッド・お風呂などでの立ち上がり動作でも起きます。
そういった箇所に手すりやスロープ、夜間の足元ライトな
どを設置することで転倒はかなり防げます。空間を大きく
広げる増築とは異なり、こういった簡単なバリアフリー設
備は、自宅にもそれほど手数がかからずに取り付けること
ができます。「いずれは自分たちのためにもなる」と考え、
高齢者や小さな子どもたちに配慮した、家族みんなにやさ
しい住まいを目指してみてはいかがでしょうか。

整形外科からのメッセージ
～バリアフリーの住まいで寝たきりを予防～

整形外科

糖尿病教室のお知らせ
毎週金曜日に糖尿病教室を行っています。糖尿病

で治療を受けている方、糖尿病の患者を家族にお持
ちの方など、ぜひ参加ください。

日　時 毎週金曜日　午後１時３０分～３時
場　所 市民病院２階大会議室

加 藤　久 人

広報�2006.11 14広報� 2006.1115

時間外医療相談（無料）
健康や病気に関する疑問やセカンドオピニオンに

ついて、院長・副院長が毎月応対しています。気軽
に相談ください。
１１月は下記の日時です。前もって電話で予約くだ
さい。
日　　時 １１月２７日（月）

午後５時３０分～７時
場　　所 市民病院エントランス医療相談室
予約・問合せ先 市民病院健康管理センター�８２－８１００

子宮がん施設検診（住民健診）を受けましょう！
若年性の子宮がん増加に伴い、子宮頸がん検診の

対象年齢が２０歳からに引き下げられました。年に一
度は子宮がん検診を受けましょう。
子宮がん検診は、月～金曜日の午前中、婦人科外

来で受け付けます。期間は、平成１８年６月１日から
１２月２０日までです。受診券を持参のうえ来院して
ください。受診券が手元にない方は、最寄りの保健
センターで確認ください。 婦人科 �８２－８１００

問合せ先

港湾商工課（新湊庁舎）
�８２－１９５５

みなとまちづくり班（新湊庁舎）
�８２－１９５７

■第１回射水市総合計画審議会　開催！

■第2回総合計画市民ワーキング委員会議　報告書を提出！

部会名

未来部会

安心部会

元気部会

テーマ

教 育 ・ 交 流

福 祉 ・ 環 境

産業・都市環境

部　会　長

＜各部会からの報告（提案）の一例＞

千葉　貢氏（富山商船高等専門学校長）
安田郁子氏（富山県立大学短期大学部学部長）
奥野忠正氏（射水商工会議所会頭）
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中
７
射
を
２８
ｍ
先
に
置
か
れ
た

直
径
３６
㎝
の
的
に
的
中
さ
せ
決
勝

に
駒
を
進
め
た
。
決
勝
に
は
１５
人

が
進
出
し
、
菊
池
さ
ん
た
だ
一
人

６
射
全
て
を
的
の
中
心
に
的
中
さ

せ
、
皆
中
で

か
い
ち
ゅ
う
　

栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
。

ま
た
、
１０
月
４
日
、
兵
庫
県
で

開
催
さ
れ
た
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
」
に
出
場
し
、
６０
ｍ

先
の
的
を
射
る
遠
的
で

は
５
位
、
２８
ｍ
先
の
的

を
射
る
近
的
で
は
優
勝

し
、
新
た
な
ビ
ッ
グ
タ

イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
。

菊
池
さ
ん
が
弓
道
を

始
め
た
の
は
大
学
時

代
。
教
室
の
隣
に
あ
っ

た
弓
道
場
に
通
う
袴
姿

の
人
た
ち
に
興
味
を
も
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
。
弓
道
が
も
つ
独
特

の
雰
囲
気
と
奥
深
さ
に
魅
せ
ら
れ
、

次
第
に
競
技
に
の
め
り
込
ん
で

い
っ
た
。
道
場
が
休
館
の
日
を
除

い
て
は
、
練
習
時
間
を
見
つ
け
毎

日
道
場
に
通
い
、
次
第
に
頭
角
を

現
し
、
現
在
の
結
果
を
残
す
こ
と

に
な
っ
た
。

「
無
音
の
空
間
に
弦
を
は
じ
く
音

と
矢
が
的
に
当
た
る
音
だ
け
が
聞

こ
え
る
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
空
間
。

心
の
中
の
葛
藤
を
押
し
殺
し
、
常

に
表
情
を
変
え
ず
、
自
己
と
戦
う
」

と
弓
道
の
魅
力
を
語
る
。

「
予
選
通
過
も
素
晴
ら
し
い
こ
と

な
の
に
、
あ
の
独
特
の
雰
囲
気
の

中
で
、
無
心
で
弓
を
引
き
、
皆
中

か
い
ち
ゅ
う

さ
せ
る
精
神
力
は
練
習
の
賜
物
だ
。

私
の
念
願
の
夢
を
叶
え
て
く
れ
た
」

と
菊
池
さ
ん
の
師
匠
で
あ
り
、
県

弓
道
連
盟
会
長
を
務
め
る
大
角
恭

三
さ
ん
は
教
え
子
を
称
え
る
。

「
仲
間
や
近
所
の
方
の
応
援
や
励

ま
し
、
そ
し
て
家
族
の
理
解
が
あ

り
、
私
の
長
年
の
夢
が
一
気
に

叶
っ
た
。
今
後
も
驕お
ご

る
こ
と
な
く
、

競
技
を
続
け
る
こ
と
が
私
の
新
た

な
目
標
で
す
」
と
、
力
強
い
眼
差

し
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

菊
池
真
理
子
さ
ん
（
弓
道
大
門
新
）

無
我
夢
中
で
射
る

私
た
ち
太
閤
山
小
学
校
で
は
児

童
会
が
中
心
に
な
っ
て
「
あ
い
さ

つ
、
安
全
、
後
始
末
、
汗
」
の
頭

文
字
４
つ
の
「
あ
」
を
目
当
て
に

し
て
「
し
あ
わ
せ
運
動
」
を
進
め

て
い
ま
す
。

「
汗
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一

つ
と
し
て
、
９
月
１５
日
に
地
域
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
ま
し
た
。
全

校
で
学
級
ご
と
に
分
担
し
て
、
通

学
路
や
校
下
の
公
園
な
ど
の
ご
み

拾
い
を
す
る
活
動
で
す
。

や
っ
て
み
る
と
、
歩
道
に
た
ば

こ
の
吸
殻
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い

る
こ
と
や
、
ぱ
っ
と
見
た
目
に
は

分
か
り
に
く
い
け
れ
ど
植
え
込
み

や
草
む
ら
の
中
に
空
き
缶
や
ご
み

が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
歩
道
橋
は
思
っ

た
以
上
に
汚
れ
て
い
た
の
で
、
手

す
り
や
側
面
の
水
ぶ
き
も
し
ま
し

た
。３

年
生
の
男
の
子
は
日
記
に

「
町
も
き
れ
い
に
な
っ
た
け
ど
、

ぼ
く
た
ち
も
き
れ
い
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
す
る
。
こ
れ
を
機
会
に

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
」
と

書
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
感
想
を

全
校
に
紹
介
し
、
次
回
も
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
が
ん
ば
ろ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

射水市立太閤山小学校の

下
地
区
中
央
部
、
水
郷
の
里
や
馬
事

公
園
な
ど
と
隣
接
し
た
場
所
に
「
加
茂

神
社
」
が
あ
り
ま
す
。

第
七
十
代
後
冷
泉
天
皇
の
治
暦
二
年

（
１
０
６
６
年
）、
現
社
地
に
鎮
斎
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
賀
茂
御
祖
神
社
の
御

神
領
・
倉
垣
庄
の
総
社
で
す
。

５
月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
加
茂
祭
は

「
や
ん
さ
ん
ま
祭
り
」
と
し
て
親
し
ま

れ
て
お
り
、
一
丈
二
尺
（
３
・
６
３
ｍ
）

の
大
弓
を
持
っ
た
騎
手
が
境
内
参

道
を
一
気
に
駆
け
抜
け
豪
快
に
矢

を
放
つ
シ
ー
ン
で
は
、
あ
た
り
は

歓
声
と
興
奮
に
包
ま
れ
ま
す
。

９
月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
「
稚

児
舞
」
は
国
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
と
し
て
指
定
を
受
け
て
お
り
、

年
穀
豊
穣
を
感
謝
し
て
奉
奏
さ
れ

る
舞
で
、
衣
装
や
振
り
付
け
に
中

世
の
雅
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
、
祭
事
館
（
展
示
施

設
）
も
あ
り
、
歴
史
や
主
な
祭
事
を
用

具
や
パ
ネ
ル
に
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

主
な
年
中
祭
祀

�
新
年
慶
賀
祭
（
１
月
１
日
）

「
鰤
分
け
神
事
」
と
も
呼
ば
れ
る

�
御
田
植
祭
（
６
月
初
卯
の
日
）

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

住
　
所

射
水
市
加
茂
中
部
６
３
０

�
５９
ー
２
５
０
３

地域クリ
ーン作戦

で

町も心も
きれいに
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全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
１１
月
９
日
（木）
〜
１１
月
１５
日
（水）
ま
で
の

１
週
間
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
冬
の
季
節
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、市
民
の
方
が
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、

火
災
の
発
生
・
拡
大
を
防
止
し
、
火
災
か
ら
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

火
の
用
心
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

�
放
火
の
的
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
日

の
朝
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

②
寝
タ
バ
コ
は
し
な
い

�
タ
バ
コ
は
決
め
ら
れ
た
場
所
以
外
で
は
吸
わ
な
い
。

�
灰
皿
は
大
き
な
も
の
を
用
意
し
、
常
に
水
を
入
れ
て
お
く
。

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

�
食
用
油
は
約
３
５
０
℃
に
近
く
な
る
と
自
然
発
火
し
ま
す
。
必

ず
火
を
消
し
て
か
ら
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い

�
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
必
ず
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
子
ど
も
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

�
子
ど
も
の
目
に
つ
く
場
所
に
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
置
か
な

い
。

�
火
の
正
し
い
使
い
方
や
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

⑥
電
気
器
具
な
ど
は
使
用
方
法
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
使
い
、
た
こ

足
配
線
は
し
な
い

�
ア
イ
ロ
ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
は
、
使
用
後
プ
ラ
グ
を
抜
き
ま

し
ょ
う
。

�
た
こ
足
配
線
は
コ
ン
セ
ン
ト
や
プ
ラ
グ
が
熱
く
な
り
発
火
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い

�
給
油
や
移
動
は
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

�
洗
濯
物
を
ス
ト
ー
ブ
の
上
や
前
に
は
干
さ
な
い
。

�
保
育
園
臨
時
・
パ
ー
ト
保

育
士

臨
時
保
育
士

資
格

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者

勤
務
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
７

時
（
１
日
８
時
間
交
代
勤
務
）

給
料

�
資
格
取
得
２
年
未
満

１
４
８
、
０
０
０
円

�
資
格
取
得
２
年
超

１
５
３
、
８
０
０
円

雇
用
時
期

随
時

パ
ー
ト
保
育
士

資
格

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者

勤
務
時
間

①
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
１５
分（
８
時
間
勤
務
）

②
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
４５
分

（
６
時
間
勤
務
）

時
給

８
０
０
円

雇
用
時
期

随
時

問
合
せ
先

児
童
家
庭
課
（
新
湊

庁
舎
）
�
８２
―
１
９
５
３

�
市
民
病
院
臨
時
職
員
・

パ
ー
ト
職
員

募
集
項
目
及
び
人
数

�
臨
時
職
員
　
看
護
師
　
若
干
名

�
パ
ー
ト
職
員

薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
１
名

歯
科
衛
生
士
　
　
　
　
　
１
名

理
学
療
法
士
　
　
　
　
　
１
名

雇
用
期
間

１
年
間

募
集
期
限

１１
月
３０
日
（木）

問
合
せ
先

市
民
病
院
総
務
課

�
８２
―
８
１
０
０

�
年
賀
状
講
座
参
加
者

絵
手
紙
で
年
賀
状
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
１１
月
８
日
ま
で
に
来

館
の
う
え
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

１１
月
１４
・
２１
・
２８
日
（火）
、

１２
月
５
日
（火）
午
前
９
時
〜
１１
時

講
師

近
藤
芳
園
氏

定
員

１４
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

受
講
料

無
料

問
合
せ
先

働
く
婦
人
の
家
「
き

ら
め
き
館
」
�
５５
―
２
２
３
８

�
成
人
式
　
式
典
協
力
者

成
人
式
の
式
典
時
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
新
成
人
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

対
象
者

昭
和
６１
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
６２
年
４
月
１
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
方

人
数

若
干
名

内
容

誓
い
の
こ
と
ば
、
交
通
安

全
宣
言
な
ど
、
壇
上
で
の
宣
言

開
催
日
時
・
場
所

平
成
１９
年
１

月
７
日
（日）

午
前
１０
時
〜
　
小

杉
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

＊
就
職
や
進
学
な
ど
で
市
外
に
お

住
ま
い
の
方
で
出
席
を
希
望
さ

れ
る
方
の
受
付
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

１１
月
３０
日
（木）
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課

（
下
庁
舎
）
�
５９
―
８
０
９
１

�
万
葉
線
と
Ｊ
Ｒ
氷
見
線
で

行
く
秋
の
味
覚
り
ん
ご
狩

り
ツ
ア
ー
参
加
者

日
時

１１
月
１８
日
（土）

午
前
９
時

１５
分
集
合
　
雨
天
決
行

集
合
場
所

市
役
所
新
湊
庁
舎
前

行
先

氷
見
市
柿
谷
地
区
及
び
太

田
自
然
休
養
村

参
加
費

�
中
学
生
以
上
　
２
、
０
０
０
円

�
小
学
生
以
下
　
１
、
０
０
０
円

（
交
通
費
、
昼
食
代
含
む
）

申
込
方
法

１１
月
６
日
（月）
以
降
、

電
話
に
て
申
込

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

定
員

２０
人

申
込
・
問
合
せ
先

万
葉
線
対
策

協
議
会
事
務
局
（
生
活
安
全
課

内
）
�
５２
―
７
９
６
６

募
　
　
　
集

今月の納税�

詳細な情報については�
問合せ先に�

確認してください�

今月の納税�

情報ひろば information
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�
自
衛
官

問
合
せ
先

自
衛
隊
高
岡
地
域
事

務
所
　
�
２１
―
２
４
１
１

�
第
４
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

交
流
会
参
加
者

初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
方
へ
の
講
習
会
を
行
い
ま

す
。

日
時

１１
月
２６
日
（日）

午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

場
所

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
こ
す
ぎ

定
員

２０
人

活
動
内
容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ミ
ニ

知
識
や
簡
単
介
護
技
術
講
習

会
、
利
用
者
と
一
緒
に
お
や
つ

作
り

問
合
せ
先

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
こ
す
　

ぎ
　
�
５６
―
１
０
７
８

�
市
長
と
乗
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

市
長
と
一
緒
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

１１
月
２５
日
（土）

午
前
９
時

３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

集
合
場
所

射
水
市
民
病
院
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
午
前
９
時

２０
分
）

参
加
費

無
料

募
集
人
員

先
着
３０
名

申
込
方
法

電
話
に
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

生
活
安
全
課

（
大
島
庁
舎
）
�
５２
―
７
９
６

６
�
第
１
回
花
と
緑
を
育
む

市
民
の
集
い

日
時

１１
月
８
日
（水）
午
後
２
時
〜

場
所

小
杉
文
化
ホ
ー
ル

ラ
ポ
ー
ル

講
演

「
初
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ひ

ま
わ
り
畑
」

講
師農

事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
大
島

理
事
　
津
田
　
信
人
氏

問
合
せ
先

農
地
林
務
課
（
新
湊

庁
舎
）
�
８２
―
１
９
６

�
食
祭
と
や
ま
２
０
０
６

in
射
水

日
時

１１
月
１１
日
（土）
・
１２
日
（日）

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

場
所

太
閤
山
ラ
ン
ド
「
ふ
る
さ

と
パ
レ
ス
」
周
辺

内
容

特
産
王
国
ふ
れ
あ
い
市
、

郷
土
芸
能
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
、
食

育
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
食
育
キ
ッ

チ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
な
ど

＊
Ｊ
Ｒ
小
杉
駅
南
口
か
ら
無
料
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

問
合
せ
先

富
山
県
農
産
食
品
課

�
０
７
６
―
４
４
４
―
３
２
７

１
�
自
衛
隊
定
期
演
奏
会

日
時

１２
月
３
日
（日）

午
後
１
時

１０
分
〜
、
午
後
５
時
３０
分
〜
、

２
回
公
演

場
所

富
山
市
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ

ー
ル

申
込
先

往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希

望
公
演
時
間
を
記
入
し
、
１１
月

１５
日
（水）
ま
で
に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
〒
９

３
０
―
０
８
５
６

富
山
市
牛

島
新
町
６
―
２４
）
へ

問
合
せ
先

自
衛
隊
富
山
地
方
協

力
本
部
　
�
０
７
６
―
４
４
１

―
３
２
７
１

「
消
さ
な
い
で
あ
な
た
の
心
の
注
意
の
火
」

ポルトガル語�
困りごと・生活相談�

CONSULTAS DE PROBLEMAS E
SOBRE A VIDA DIARIA

今月の納税�

日時 １１月２０日（月）１４：００～１７：００
場所 射水市役所小杉庁舎２０１会議室

（em portugues）
Data e tempo: 20 de Novembro（Segunda-feira）

de 14:00 para 17:00
Local: prefeitura de Imizu－Kosugi Chosha

Sala de reuniao－201.

今月の納税�今月の納税�
国民健康保険税　第５期
納期限　11月30日

納税は口座振替が便利です！
納税課（�５２－７９６２）または

最寄りの金融機関に問い合わせください。

1．「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は大切に
国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象となります。
年末調整や確定申告の際に、１年間の納付額を申告することにより税の控

除が受けられますが、生命保険料などと同様に証明書類を添付することが義務
付けられています。このため、社会保険庁から１１月上旬に「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」が国民年金の被保険者ご本人に送付されます。
年末調整または確定申告の手続きの際は、必ずこの証明書や領収証書が必要

となりますので、大切に保管してください。
詳しくは、お近くの社会保険事務所または証明書に記載されている専用のコ

ールセンターへ問い合わせください。

2．扶養親族等申告書の提出をお忘れなく！
「老齢」または「退職」を支給事由とする年金は、所得税法上「雑所得」と

して所得税がかかります。（障害年金、遺族年金には所得税がかかりません）
年金の支払者である社会保険庁は、年金を支払う際に所得税の各種控除を行

い源泉徴収することになっており、この各種控除を受けるためには「扶養親族
等申告書」の提出が必要となります。
１１月中旬に社会保険庁から課税の対象となる方へ「公的年金等の受給者の
扶養親族等申告書（はがき）」が送付されます。この「扶養親族等申告書」を
提出されないと、所得税の源泉徴収税額は提出された場合に比べ多くなります
ので、忘れずに提出してください。
なお、課税対象となる方は、平成１９年中に支払われる年金額が次の金額以

上の方です。
①６５歳未満の方（昭和１８年１月２日以後生まれの方）…１０８万円以上
②６５歳以上の方（昭和１８年１月１日以前生まれの方）…１５８万円以上

年　金　だ　よ　り

今月の納税�

問合せ先　高岡社会保険事務所　�21－0057
保険年金課（大島庁舎） �52－7965

催
　
し
　
物

今月の納税�

募集種目

２等
陸・海・空士
（男　子）

自 衛 隊 生 徒

資　　格

１８歳以上
２７歳未満の
男　子

中卒（見込含）
１７歳未満の
男　子

受　付　期　間

平成１８年
１１月１日～

平成１８年
１１月２４日

平成１８年
１１月１日～

平成１９年
１月９日

試　験　期　日

平成１８年１１月２５日

１次
平成１９年１月１３日
２次
平成１９年１月２７日

今月の納税�

今月の納税�
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た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

対
象

女
性
の
人
権
に
関
し
て
お

悩
み
の
方

相
談
内
容

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
、
職
場
な
ど
に
お
け

る
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
、
そ
の
他
女
性
を
め
ぐ
る
各

種
の
問
題

相
談
窓
口

�
０
７
６
―
４
４
１

―
０
６
５
８

�
０
５
７
０
―

０
７
０
―
８
１
０

問
合
せ
先

富
山
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
　
�
０
７
６
―
４
４

１
―
６
３
７
６

�
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

改
正

女
性
労
働
者
が
、
性
別
に
よ
り

差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
能
力
を
十

分
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
雇
用

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
（
平
成
１９
年
４
月
１
日
施
行
）。

主
な
改
正
点

�
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

１
　
差
別
禁
止
規
定
の
強
化

（１）
募
集
、
採
用
に
つ
い
て
性
別

を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱

い
を
禁
止

（２）
配
置
、
昇
進
、
職
種
な
ど
の

性
別
を
理
由
と
す
る
差
別
的

取
扱
い
を
禁
止

（３）
間
接
差
別
の
禁
止

２
　
妊
娠
・
出
産
な
ど
を
理
由
と

す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止

（１）
解
雇
以
外
の
不
利
益
取
扱
い

の
禁
止

（２）
妊
娠
中
・
産
後
１
年
以
内
の

解
雇
は
、
事
業
主
が
妊
娠
・

出
産
な
ど
を
理
由
と
す
る
解

雇
で
な
い
こ
と
を
証
明
し
な

い
限
り
、
無
効

３
　
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
す
る
事
業
主
の
雇
用
管

理
上
の
措
置
の
義
務
化

４
　
そ
の
他

（１）
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

の
開
示
の
援
助

（２）
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
及
び
母
性
健
康
管
理
措
置

の
調
停
及
び
企
業
名
公
表
の

対
象

（３）
過
料
（
２０
万
円
以
下
）
の
創

設

�
労
働
基
準
法

女
性
の
坑
内
労
働
規
制
の
緩
和

問
合
せ
先

富
山
労
働
局
雇
用
均

等
室
　
�
０
７
６
―
４
３
２
―

２
７
４
０

�
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

高
齢
者
や
社
会
的
弱
者
を
ね
ら

っ
た
悪
質
な
訪
問
販
売
（
高
額
な

空
気
清
浄
機
や
ふ
と
ん
、
掃
除
機

な
ど
）
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。被

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
、
日
常
生
活
の
中
で
家
族
や
地

域
の
方
の
「
見
守
り
」「
声
か
け
」

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

万
一
、
被
害
に
あ
っ
た
場
合
で

も
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間

を
過
ぎ
て
も
、
契
約
の
仕
方
に
よ

っ
て
は
、
解
約
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
あ
き
ら
め
ず
に
最
寄
り

の
相
談
窓
口
や
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

�
消
費
生
活
相
談�

５２
―
７
９
７
４

�
生
活
安
全
課
（
大
島
庁
舎
）

�
５２
―
７
９
６
６

�
平
成
１８
年
分

年
末
調
整
説
明
会

�
新
湊
中
央
文
化
会
館

日
時

１１
月
２１
日
（火）

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

�
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

日
時

１１
月
２２
日
（水）

午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分
、
午
後
２
時
〜
３

時
問
合
せ
先

高
岡
税
務
署
　
�
２１

―
２
５
０
１

�
路
線
バ
ス
「
イ
ー
タ
ウ
ン

線
」
の
廃
止
に
つ
い
て

加
越
能
鉄
道
バ
ス
が
運
行
し
て

い
る
路
線
バ
ス「
イ
ー
タ
ウ
ン
線
」

（
大
門
庁
舎
前
、
イ
ー
タ
ウ
ン
経

由
新
湊
庁
舎
前
）
が
１２
月
１
日
か

ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

加
越
能
鉄
道
㈱

�
２２
―
４
８
８
８

�
街
か
ど
ふ
れ
あ
い
館

「
い
っ
ぷ
く
や
茶
」

展
示
販
売

�
お
わ
ら
風
の
盆
風
情
絵
画
展

北
坂
利
男

�
行
灯
展
　
　
　
　
　
宮
腰
喜
良

�
ニ
ッ
ト
ソ
ー
イ
ン
グ
教
室
生
徒

作
品
展
　
　
　
　
橋
爪
さ
ち
子

ふ
れ
あ
い
教
室

�
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
教
室
　

１１
月
１１
日
（土）

�
和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室
　

１１
月
１４
日
（火）

�
ニ
ッ
ト
ソ
ー
イ
ン
グ
体
験
教
室
　

１１
月
１６
日
（木）

�
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室
　

１１
月
１８
日
（土）

�
折
り
紙
教
室
　
　
１１
月
２２
日
（水）

問
合
せ
先

い
っ
ぷ
く
や
茶

�
５２
―
７
２
２
２

�
Ｒ
ｅ
リ

・
Ｂ
ｅ
ビ
ー

ワ
ー
ク
セ
ミ

ナ
ー
富
山
３

再
就
職
に
向
け
て
準
備
を
し
て

い
る
人
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

１１
月
１５
日
（水）
・
１６
日
（木）

午
前
９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

場
所

富
山
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー

内
容

企
業
の
求
め
る
人
材
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
な
ど

受
講
料

無
料
　
＊
３
か
月
以
上

児
託
児
あ
り
（
要
申
込
）

申
込
・
問
合
せ
先

（財）
２１
世
紀
職

業
財
団
富
山
事
務
所
　
�
０
７

６
―
４
４
４
―
１
５
２
６

�
暴
力
団
な
ど
に
関
す
る

困
り
ご
と
相
談

市
で
は
、
富
山
県
暴
力
追
放
運

動
推
進
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
暴

力
団
な
ど
に
関
す
る
困
り
ご
と
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門
の
相

談
委
員
が
秘
密
を
守
り
、
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

１１
月
２２
日
（水）

午
後
１
時

〜
４
時

場
所

大
門
庁
舎
１
階
相
談
室

問
合
せ
先

生
活
安
全
課
（
大
島

庁
舎
）
�
５２
―
７
９
６
６

�
税
を
考
え
る
週
間

テ
ー
マ

「
こ
の
社
会
　
あ
な
た

の
税
が
　
い
き
て
い
る
」

期
間

１１
月
１１
日
（土）
〜
１７
日
（金）

「
税
を
考
え
る
週
間
」
行
事

�
中
学
生
の
作
文
作
品
展
示

期
間

１１
月
１３
日
（月）
〜
１７
日
（金）

場
所

市
役
所
各
地
区
行
政
セ
ン

タ
ー

�
無
料
税
務
相
談

期
間

１１
月
１５
日
（水）
〜
１６
日
（木）

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

場
所

イ
オ
ン
高
岡
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
１
階

�
税
に
関
す
る
作
品
展

期
間

１１
月
１５
日
（水）
〜
１６
日
（木）

場
所

イ
オ
ン
高
岡
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
１
階

問
合
せ
先

高
岡
税
務
署
　
�
２１

―
２
５
０
１

�
住
民
基
本
台
帳
閲
覧
は
原

則
非
公
開
と
な
り
ま
し
た

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
意
識
の

高
ま
り
を
踏
ま
え
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
な
ど
の
送
付
先
を
調
べ
る

な
ど
の
閲
覧
は
制
度
改
正
に
よ
っ

て
、
１１
月
１
日
よ
り
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
次
の
場
合
以
外

は
閲
覧
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

関
が
法
令
で
定
め
る
事
務
の
遂

行
の
た
め
に
閲
覧
す
る
場
合

②
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術

研
究
そ
の
他
の
調
査
研
究
の
う

ち
公
益
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ

る
も
の

③
公
共
的
団
体
が
行
う
地
域
住
民

の
福
祉
向
上
に
寄
与
す
る
活
動

の
う
ち
公
益
性
が
高
い
と
認
め

ら
れ
る
も
の

問
合
せ
先

市
民
課（
大
島
庁
舎
）

�
５２
―
７
９
６
４

�
全
国
一
斉
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

総
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
１１
月
１３
日
（月）
か
ら

１９
日
（日）
ま
で
、
全
国
一
斉
女
性
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間
と
し

て
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
の
無
料
電
話
相
談
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

１１
月
１３
日
（月）
〜
１９
日
（日）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時
３０

分

今月の納税�

子どもから高齢者まで大きなお風呂で�
コミュニティを深めませんか！�

●小杉ふれあいセンター �56－4080
営業時間　午前 9 時～午後 9 時30分

（入浴：午前10時～午後 5 時）
入浴料金　大人 370円　小学生 120円　乳幼児 60円
休 館 日　毎週火曜日
今月の催事 ○11月17日（金）ひまわり一座・歌謡ショー

○11月27日（月）藤山一座・歌謡ショー
○12月 4 日（月）松前一座・歌謡ショー

●大門コミュニティーセントー �53－1844
営業時間　午前 9 時～午後10時

（入浴：午前11時～午後 9 時）
入浴料金　大人 370円　小学生 120円　乳幼児 60円

＊トレーニング室は150円
休 館 日　毎週月曜日（11月 7 日・21日は臨時休館）
今月のギャラリー ○夫婦展　洋画と短歌展

福井美樹男・かず委（水戸田）

第8回 国際交流フェスティバルin射水
展示・ステージ発表出場者募集！
今回で第８回を迎える『国際交流フェスティバ

ル』。国際交流・国際協力を考える、楽しいコーナ
ーやステージなどを企画中です。外国語スピーチ・
音楽演奏・ダンスなど、日頃の練習・学習の成果を、
発表してみませんか？皆さんのご応募、お待ちして
います。

日　　時 １２月１０日（日）午後１時～４時
場　　所 新湊公民館（射水市本町）
募集内容 ○ステージ発表（１５分以内）

○パネル展示（机・イスの貸出有）
応募方法 ○１１月２０日（月）までに、射水市民国際

交流協会または射水市企画政策課まで
問い合わせください。

問合せ先 射水市民国際交流協会　�８４－４０７１
（火曜日～金曜日 午前１０時～午後３時）
Email：imizu_intl@po9.canet.ne.jp
射水市企画政策課　�５７－１６２３
Email：kikaku@city.imizu.lg.jp

射水市の工事等発注状況
（請負金額が1千万円以上のもの）

入札による契約 平成18年9月分

工事名

市道松木作道線道路改良工事
市道松原山の谷線道路付帯工事
市道串田新梅ノ木線道路改良工事
市道大島北野鷲塚線道路改良工事
市道黒河509号線改良工事
市道新湊208号線道路改良工事
市道新湊211号線道路改良工事
新伝馬橋スノーシュート設置工事
大島公共下水道事業汚水管布設（第1工区）工事
大島公共下水道事業汚水管布設（第3工区）工事
小杉特定環境保全公共下水道事業汚水管布設（第5工区）工事
大島公共下水道事業汚水管布設（第2工区）工事
新堀地内県道堀岡小杉線配水管布設替（その1）工事
新堀地内県道堀岡小杉線配水管布設替（その2）工事
姫野橋水管橋外面防蝕工事

▼市議会議決後、本契約した物件
射水市立浅井公民館新築建築主体工事
消防自動車（ＣＤ－Ⅰ型、2台）購入

施工場所等

作道
宮新田
新田
大島北野
黒河
八幡町一丁目
八幡町一丁目
中央通り一丁目
若杉
小島一区、小島三区
針原
西園、新町（大島）
新堀
新堀
高岡市石丸

島

請負金額

2,940万円
2,152万円
1,879万円
1,564万円
2,341万円
1,260万円
1,123万円
1,013万円
1,984万円
1,932万円
1,386万円
1,071万円
1,795万円
1,726万円
1,144万円

16,170万円
1,743万円

請負業者

谷内工業㈱
川原工業㈱
㈲坂田建設
㈱サンテック
㈲肥田建設
㈱タケウチ工業
㈲曽根組
黒川建設工業㈱
㈱大橋建設
㈱前田土木
伸栄工業㈱
山田建設工業㈱
㈱ばんどー工業
㈲昭和シーエス
㈱コーメイ

射水建設興業㈱
日本機械工業㈱名古屋営業所

※請負金額は１万円未満は切捨てで表示してあります。

高潮・大雨対策
排水ポンプ車購入

万一に
備え

高潮被害、大雨時の浸水被害など災
害対策の一環として排水ポンプ車１台
を購入しました。
ポンプは１台当たり最大で毎分５立

方メートルの排水が可能で、重さ約２２
㎏、１人でも持ち運べます。
車にはポンプ２台、発動発電機、操

作制御盤が搭載され、市役所大門庁舎
に配備してあり万一の事態に備え、
２４時間いつでも出動できる態勢にな
っています。

問合せ先 河川課（大門庁舎）
�５２－７３９２

今月の納税�

※1千万円以下の結果はホー
ムページをご覧ください。

案
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�
成
年
後
見
制
度

無
料
相
談
会

認
知
症
や
知
的
障
害
な
ど
、
相

続
や
遺
言
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
そ

の
よ
う
な
方
の
た
め
に
成
年
後
見

制
度
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

�
射
水
会
場

日
時

１１
月
５
日
（日）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

射
水
市
布
目
庁
舎
別
館

�
高
岡
会
場

日
時

１１
月
１９
日
（日）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

万
葉
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
や
ま

成
年
後
見
人
協
会
　
�
０
７
６

―
４
３
１
―
１
５
２
６

�
小
規
模
企
業
共
済
制
度
・

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
に

つ
い
て

�
小
規
模
企
業
共
済
制
度

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個

人
事
業
主
、
会
社
な
ど
の
役
員
の

方
が
事
業
を
や
め
ら
れ
た
り
、
退

職
さ
れ
た
場
合
に
生
活
の
安
定
や

事
業
の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金

を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
共

済
制
度
で
す
。

�
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
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済
（
中
小

企
業
倒
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防
止
共
済
制
度
）
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で
、
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こ
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す
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射水市民憲章草案の解説

～幸せに暮らせる魅力あるまちづくりを目指して～
■前文について
前文では射水市らしさを示しました。前段では、射水市の風土と歴史を述べ、後

段では、そのすばらしい歴史や文化、産業を市民一人ひとりが守り、後世へ引き継
ぎ発展させていく責任を示しました。そして、そのためには市民がただ生きるので
はなく、「よく生きる」ことが大切だと考えました。
「よく生きる」とは、美しく生きる、正しく生きると言い換えることもできます。
自分を常に正しく律しながら、品格ある生き方を目指していくことを意味していま
す。市民一人ひとりがそのように生きて欲しいという願いを込めました。

■本文について
「・・・しよう」という呼び掛け調の５項目とし、市民の主体性、自主性を強調

しました。また、５項目の順序は「いのち」を基盤としながら、自分を中心に、
「修
しゅう

身
しん

斉
せい

家
か

治
ち

国
こく

平
へい

天
てん

下
か

（自分の行いを正しくして、次に家庭をととのえ、国が治ま
り天下が平和になる）」という同心円的な順に並べました。

１　まもろう　海、川、野そして里山に生命
いのち

あふれるまち
すばらしい環境に恵まれた射水市は、「いのち」を育む豊かな「水」がめぐり流

れています。この環境をまもりつづけたいという願いを表しました。また野山では
なく人と自然が交錯する「里山」という言葉が射水市にマッチしています。

１　育てよう　心身ともに健やかで明るく潤
うるお

いのある家庭を築くまち
地域のつながりの原点は家庭です。家族そろって心身ともに健やかで明るい家庭

生活を営むことによって、社会全体の融和が築かれます。

１　生みだそう　学びと勤労に励み安らぎとにぎわいのあるまち
学びを礎として勤労があり、その結果として安らぎが生まれ、まちがにぎわいま

す。安らぎやにぎわいは、明日への生命力を強め、幸せな生きがいづくりを生み出
します。

１　創りだそう　文化をうけ継ぎ産業をさかんにし豊かで活力のあるまち
衣食住にかかわる生活文化や学問・芸術などにかかわる精神文化など、文化は産

業をさかんにし、産業がまた文化を豊かにします。文化と産業は密接に関わってお
り、この両者が一つとなって生活力が向上します。

１　深めよう　世界に開かれた人の和のゆき交うまち
射水市は国際港湾やインターチェンジを抱え、空港も比較的近いところにありま

す。これからは、「人の和」を大切に、国際人として世界に羽ばたく大きな視野を
もった人づくりが大切です。

応
募
資
格

射
水
市
に
在
住
も
し
く
は

在
勤
・
在
学
の
方

募
集
期
間

１１
月
１５
日
（水）
必
着

提
出
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
よ
る

（
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
各
行
政
セ
ン
タ
ー
、
企
画
政

策
課
（
小
杉
庁
舎
）
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
）

提
出
先

企
画
政
策
課
（
小
杉
庁
舎
）

へ
直
接
持
参
も
し
く
は
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
市
役
所
各

行
政
セ
ン
タ
ー
設
置
の
応
募
箱
に
提

出
提
出
さ
れ
た
意
見
の
反
映

（１）

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
今
後
の
検

討
の
参
考
と
し
、
ご
意
見
に
対
す
る

市
の
考
え
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。

（２）

提
出
さ
れ
た
ご
意
見
に
対
し
て
個

別
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

（３）

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
方
の
住
所
、

氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
は
、
公
表
し

ま
せ
ん
。
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環境の美化と保全

融和の推進

生命力の強化

生活力の向上

国際力の育成

第
34
回
花
と
緑
の
大
会
受
賞
者
・
受
賞
団
体

第
３４
回
花
と
緑
の
大
会
に
お
い
て
、
花
と
緑
の
県
づ
く
り
運
動
に
功

労
が
あ
っ
た
次
の
団
体
及
び
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

�
理
事
長
表
彰

花
と
緑
の
功
労
表
彰

個
人
　
　
南
井
　
與
蔵

花
と
緑
の
銀
行
射
水
支
店
　
副
理
事
長

太
閤
山
地
区
　
頭
取

小
杉
花
づ
く
り
同
好
会
　
会
長

個
人
　
　
堀
江
　
久
儀

花
と
緑
の
銀
行
射
水
支
店

放
生
津
地
区
　
頭
取

�
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

一
般
花
壇
の
部

優
良
賞

本
江
公
民
館

学
校
花
壇
の
部

優
秀
賞

塚
原
小
学
校

花
と
緑
の
標
語

佳
　
作

東
明
小
学
校
１
年
生

矢
後
　
貴
章

ポ
ス
タ
ー
原
画

優
秀
賞

太
閤
山
小
学
校
５
年
生

由
水
　
誠
一

佳
　
作

放
生
津
小
学
校
５
年
生

油
谷
　
衿
佳

塚原小学校の学校花壇



大島絵本館� TEL 52-6780

陶房「匠の里」� TEL 54-1201

新湊博物館� TEL 83-0800

新湊中央文化会館� TEL 82-8400

小杉文化ホール　ラポール� TEL 56-1515
１１月の休館日＝６日、１３日、２０日、２７日、３０日

１１月の休館日＝６日、７日、１４日、２１日、２４日、２８日

１１月の休館日＝２０日

１１月の休館日＝６日、７日、１４日、２１日、２４日、２８日

「絵本フリーマーケット」をメインにした、「絵本館

まつり」を開催します。新品の絵本が１冊数百円で

買える機会をお見逃しなく！

第1回絵本館まつり

耐熱陶器作り教室

企画展
「－ステンドグラス・光と造形－

大伴二三彌 展」

M’s Jazz Live
“STANDARD MIND”
（M’s ジャズライブ“スタンダードマインド”）

第１０回 こすぎ童謡フェスティバル

ラポールクリスマスコンサート

射水市芸術文化協会文化講演会　伊藤敏博トーク＆ライブ

モーツァルト生誕250年
プラス１コンサート

＊作品の焼きあがりは１１月２６日（日）の予定。

「耐熱陶器」とは直接火にかけても割れない性質の耐火耐熱性粘土で

作ったやきもののことです。これから活躍する土鍋はもちろん、ミニ鍋、

家庭のコンロで石焼きいもができる鍋など、いろいろな耐熱陶器を作っ

てみましょう。

射水市出身のステンドグラス作家　故大伴二三彌氏（１９２１年

～２００６年）の遺作展を開催しています。

故大伴氏は、若くして現代芸術に関心を持ち、国内のステン

ドグラス造形の草分けとして長く活躍されました。

本展では、３月に大伴氏から寄贈を受けた作品・原画・所蔵

資料などを展示し、その芸術の魅力を紹介しています。

せせらぎｃ
（大伴二三彌作）

広報�2006.11 24広報� 2006.1125

１１月の休館日＝７日、１４日、２１日、２８日

「風土記射水と童謡・唱歌」との副題を設け、射水市内

の各市町村の成り立ちをピックアップし、童謡・唱歌で綴

ります。パフォーマンスも飛び出す楽しく童謡の輪を広げ

るコンサートです。お気軽にお越しください。

11月25日（土）ひびきホール　入場無料
午後１時開場　午後１時30分開演

ラポールに集う音楽サークルが贈るクリスマスコンサー

ト。歌あり、オペレッタありで趣向を凝らしたステージで

みなさんをお迎えします。お子さんからお年寄りまで楽し

める素敵なコンサートです。

12月23日（土・祝）
ひびきホール 入場無料　午後2時開演（予定）

内容　○音楽のステージ
ラポールヴィヴァーチェ（女声コーラス）
ＧＯＵｙ－Ｇｉ（アフリカンパーカッション）

○オペレッタ「アラジンとまほうのランプ」
《出演》ラ・フォレスタ・デル・カント

ラポールコーラス

※平成１８年度メンバー及び
選択されたクラブ会員は
口数招待します。

佐山雅弘（ピアノ）、小井政都志（ベース）、大坂昌彦（ド

ラム）、メンバー全員の名前に「マサ（Ｍ）」がつくから

「Ｍ’ｓ」。ジャズ・スタンダードを小粋にユーモアたっぷ

りにアレンジし、自らも楽しそうに演奏するその姿にジャ

ズファンならずとも惹き込まれること請け合い。ジャズト

リオでありながらアコースティックサウンドを追求する

Ｍ’ｓのホールライブです。

マサちゃんズ

11月17日（金）
ひびきホール
午後6時30分開場
午後7時開演

入場料
1・2階指定席　4,000円
（18歳未満　2,000円）
3階指定席　2,000円

好評発売
中！！

入館無料

今年は、モーツァルト生誕２５０年。モーツアルトの初の演

奏会が開かれた１月４日を記念して演奏会を行います。

プラス１のとおり、今以上に良いものを皆さんにお届けし

たいと考えています。

ニューポートクワイア合唱団員を募集しています。初心者

の方も大歓迎です。おまちしています。

射水市在住、歌手伊藤敏博さんが今まで

自分が歩んできた人生を振り返り、お話と

歌で綴るひと時。

みなさんお楽しみください。

演　　奏 大阪チェンバーオーケストラ

ソリスト ソプラノ　金 川 睦 美　　アルト　横町あゆみ
テノール　井 沢 章 典　　バ　ス　山 本 一 誠

合　　唱 ニューポートクワイア

夏の男達が秋にお送りするホットなコンサート

みんなで熱く盛り上がろうぜ！

TUBE
TUBE LIVE AROUND 2006
"YOUR HOMETOWN"

11月8日（水）
午後6時開場
午後6時30分開演

平成19年1月13日（土）
入場料　全席自由　3,000円

（当日　3,500円）

11月26日（日）
入場無料（整理券必要）
11月初旬から配付

午後1時開場
午後2時開演

午後1時開場
午後2時開演

入場料
全席指定　6,700円

11月12日（日）、23日（木）
午後1時～午後4時

12月24日（日）まで

定　　員　各8名

入 場 料　2,000円
申込方法　前日までに電話で申し込み。先着順。

11月11日（土）
内容　おたのしみパフォーマンス

風船ワークショップとマジックショー

仮装 DE パーティー
衣装を作ってパーティーを楽しもう

おもちゃの駄菓子屋
昔懐かしいおもちゃが勢ぞろい

～その他、きらきらのおへややケーキまつり
など、楽しいことがもりだくさん！～

11月26日（日）午後1時30分～4時
場　所　絵本館パフォーマンスホール

好評発売
中！！

おもちゃ病院が開院します！

※入館料のみで治療が受けられます。部品交換が必要な場合は

別途部品代が必要です。

11月18日（土）
午後2時開演

場　所　絵本館シアター

料　金　大　　人 1,500円
小中学生 600円

竹内祥子＆ホンティラ・クラウディウ
デュオコンサート
絵本「にじいろのすず」（イシムラサキコ作　第３回全国手づ

くり絵本コンクール最優秀賞受賞作品）の朗読と、世界的ピア

ニスト・ヴァイオリニストによる演奏のコラボレーションです。
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富山湾　味の祭典

信
州
・
黒
姫
高
原
で
、

ル
バ
ー
ブ
と
い
う
野
菜

を
初
め
て
見
た
。
フ
キ

か
ズ
イ
キ
を
思
わ
す
。

地
元
の
農
事
組
合
が
栽

培
し
て
い
る
◆
シ
ベ
リ

ア
原
産
。
欧
州
で
は
昔

か
ら
便
秘
薬
や
サ
ラ
ダ

な
ど
食
用
と
し
て
欠
か
せ
な
い
野
菜

だ
そ
う
だ
。
わ
が
国
で
の
栽
培
は
六

十
年
前
、
欧
州
と
気
候
の
似
た
北
信

濃
で
始
ま
っ
た
。
が
、
日
本
人
の
味

覚
に
合
わ
ず
普
及
し
な
か
っ
た
◆
青

臭
く
、
と
て
も
生
で
は
食
べ
る
気
に

な
れ
な
い
。
そ
れ
が
、
砂
糖
づ
け
や

ジ
ャ
ム
、
ジ
ュ
ー
ス
に
す
る
と
実
に

風
味
豊
か
だ
。
梅
、
そ
れ
と
も
ア
ン

ズ
の
味
に
近
い
か
。
健
康
ブ
ー
ム
。

今
、
ホ
テ
ル
や
菓
子
屋
か
ら
注
文
急

増
と
い
う
◆
市
内
に
も
特
産
品
は
多

い
。
塚
原
の
白
ネ
ギ
、
七
美
の
水
島

柿
、
黒
河
の
タ
ケ
ノ
コ
、
串
田
の
ナ

シ
…
。
素
材
そ
の
ま
ま
で
、
も
よ
い
。

た
だ
加
工
と
い
う
努
力
が
素
材
の
持

ち
味
を
引
き
出
し
、
そ
れ
が
新
た
な
特

産
品
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
ル
バ
ー
ブ

は
そ
の
例
だ
◆
「
新
し
い
料
理
の
発

見
は
、
新
し
い
星
の
発
見
よ
り
も
人

類
の
幸
せ
に
貢
献
す
る
」。
フ
ラ
ン

ス
の
高
名
な
食
通
家
の
残
し
た
言
葉
。

人　口
９４,９５８人（＋４）

男　性
４５,８９８人（＋６）

女　性
４９,０６０人（ー２）

世帯数
３０,５５０世帯（＋１９）

＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。

平成18年10月1日現在　※（ ）内は前月比

日　時 １１月１９日（日）午前９時～午後４時

場　所 新湊漁港（東地区）

内　容 ○カニ、海鮮、塩干物などの販売
○カニ鍋、焼きガニ、ゆでガニ、寿司、海鮮鍋など各種料理
○さかなクントークショー、マグロの解体ショー、
ミニセリ市、よさこいなど各種イベント

臨時駐車場 海王丸パーク及び周辺市有地
市役所新湊庁舎、新湊中央文化会館
○シャトルバスを運行します
海王丸パーク⇔会場付近
新湊庁舎及び中央文化会館⇔会場付近
○万葉線ご利用の方
帰りの無料乗車券をお渡しします。

問合せ先 新湊カニかに海鮮まつり実行委員会
（（社）射水市観光協会内）�８４－４６４９

「富山湾新湊カニまつり」と「新湊産業海鮮まつり」を統合し、「新湊カニかに海鮮まつり」を開催します。
富山湾を代表する味覚「カニ」をはじめ、とれたての「海の幸」が新湊漁港に集結します。
また、さかなクントークショーなど楽しいイベントも盛りだくさんです。
ぜひ、会場へお越しいただき、カニ・海鮮を堪能してください。

さかなクントークショーも
あるよ！

射水市代表電話

�0766－57－1300


